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バイオ炭の農地施
用の効用について
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既存研究26編メタ解析からわかったこと （Schmidt et al. (2021)より改編）

• バイオ炭の農業利用に関する研究は世界
各地で進められている。その効果はバイ
オ炭の特性だけでなく、土壌や気候にも
大きく依存する。

• 作物収量の増加は熱帯・亜熱帯で顕著だ
が、温帯では増収が不明瞭な場合が多い。

• 日本では公設試など事例研究があるも
のの、体系的な検証はされていない。

農水委託プロ
（2020～2024年度）

GI基金事業高機能バイオ炭
（2022年度～2025年度（SG）～2030年度）

図の出典：Kishimoto et al. (2025) https://doi.org/10.34556/gars-e.4



出典：農水省資料「バイオ炭の農地施用をめぐる事情」 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/attach/pdf/biochar-1.pdf 4
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成果

5

稲富・岸本（2025）農研機構研究報告, 20:3-9.
doi: 10.34503/naroj.2025.20_3

竹炭もみ殻炭

Map: https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/biochar

の基本
バイオ炭の

生産ポテンシャル

未利用森林バイオマス
由来バイオ炭

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/biochar
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/biochar
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/main/biochar
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の基本
バイオ炭
ガイドブック

（プレスリリース）日本で初めて、バイオ炭の農業利用
に関する体系的なガイドブックを公開（2025.5.27）

• A4約100ページ、計４章
• 写真や図表を多用しており、分かりやすい
• バイオ炭の最新情報や事例およびプロジェクト研究
成果を、産官学民の約30名が執筆

農水委託プロ
成果

https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/169191.html

https://www.ritsumei.ac.jp/research/brc/biochar_guidebook.pdf


Photo by IISD/Sean Wu 

(enb.iisd.org/climate/ipcc49/images/9m
ay/IPC_5724.jpg)
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https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/index.html

IPCC “2019 Refinement”

Volume 4, Chapter 2:
Tier 2 Methods Mineral soils

バイオ炭の炭素貯留量の推定方法（IPCC）

バイオ炭の鉱質土壌への施用
による炭素貯留量 (トン-CO2)

＝バイオ炭施用量 (トン、乾重)

×有機炭素含有率 (FC)

×100年後の炭素残存率 (Fperm)

×44/12

Table 4Ap.1 各種バイオ炭の有機炭素率（FC）

原料の種類 FC（熱分解） FC（ガス化）

家畜堆肥由来 0.38±49% 0.09±53%

木質バイオマス由来 0.77±42% 0.52±52%

草本バイオマス由来
（もみ殻、稲わら以外）

0.65±45% 0.28±50%

もみ殻、稲わら由来 0.49±41% 0.14±50%

ナッツの殻、種
（コーヒー滓を含む）

0.74±39% 0.40±52%

バイオソリッド
（製紙汚泥、下水汚泥）

0.35±40% 0.07±50%

Table 4Ap.2    100年後の炭素残存率

炭化温度域 Fperm値

High (>600℃) 0.89±13%

Medium (450-600℃) 0.80±11%

Low (350-450℃) 0.65±15%

https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/vol4.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/index.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/index.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2019rf/index.html
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の基本
プレスリリース（2025.3.12）

(研究成果) バイオ炭の農地施用による炭素貯留量を簡便に算
出する手法を開発 - バイオ炭の普及促進と炭素クレジット創出

への貢献が期待 -

図2．炭化温度の逆推定

図4．工業分析値で
簡便に算出する手法

= BCmass(ton) × × 44/120.0136e0.0192FC

バイオ炭施用による炭素貯留（トンCO2）
= BCmass(ton) × Fc× Fperm× 44/12

https://www.naro.go.jp/p
ublicity_report/press/labo
ratory/niaes/168408.html

農水委託プロ
成果

https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/168408.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/168408.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niaes/168408.html


残された課題

•バイオ炭の評価軸（分析方
法の標準化を含む）

•バイオ炭の土壌・植物との相
互作用のメカニズム（短期、
中期、長期）

•バイオ炭の施用効果の定量
化・最適の施用方法と基準
（いつ、どこなら、どのぐらい）

そして

高機能バイオ炭の開発
図の出典：Joseph S. et al. (2021) How biochar works, and when it doesn’t: A review of mechanisms 
controlling soil and plant responses to biochar. GCB-Bioenergy, doi: 10.1111/gcbb.12885
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NEDO
GI基金事業
高機能バイオ炭
（2022～2030）

～2027

高機能バイオ炭
の開発

【片倉CA、ヤンマーESと連携】

全国農地への
施用体系の構築
【JA全農、ぐるなびと連携】

環境価値の総合
評価

【ぐるなびと連携】
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GI基金事業（高機能バイオ炭）
ヤンマーエネルギーシステム（YES）

高効率もみ殻バイオ炭製造装置の実験機

炭化炉

もみ殻供給装置

NEDO
GI基金事業高機能バイオ炭

（2022～2030）

～2027

高機能バイオ炭の散布実証・栽培試験へ展開図る
バイオ炭製造コストを削減する実験機が稼働

全国50地区で散布実証を行い2031年度以降は100地区以上に拡大

https://green-
innovation.nedo.go.jp/ar

ticle/biochar/

[特記記事 2025/6/26]
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高機能バイオ炭を使った散布実証
と栽培試験は、まずはJAや農業法
人と協力して2025年度中に全国
50地区以上の圃場で実施される。

https://green-innovation.nedo.go.jp/article/biochar/
https://green-innovation.nedo.go.jp/article/biochar/
https://green-innovation.nedo.go.jp/article/biochar/
https://green-innovation.nedo.go.jp/article/biochar/
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2 IPCCの組織：３つの作業部会と一つのタスクフォース

https://www.ipcc.ch/about/

(オランダ、シンガポール) (アメリカ、マレーシア) (日本、パキスタン)

FAR (1990)

SAR (1995)

TAR (2001)

AR4 (2007)

ノーベル平和賞

AR5 (2013-2014)

パリ協定

AR6 (2021-2023)

AR7 (準備中)

◼1996GLs

◼2000GPG

◼2006GLs

◼ 2013 Wetland Suppl.

◼2019Refinment
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IPCCの取り組みーIPCC Methodology Report on CDR-CCUS
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⚫ IPCCはバイオ炭を含む「CDR-CCUS方法論報告
（追加ガイダンス）」を作成予定

⚫ 2025年2月総会決定、これから執筆者ノミネート、
2027年までに公表というスケージュール →後ろ倒し

https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/2410_CDR_CCUS_Scoping.html

検討されているCDR-CCUS

https://www.ipcc-
nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/pdfiles/2410_CDR
_CCUS_Scoping/3_Expected_Outcome.pdf

https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/2410_CDR_CCUS_Scoping.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/2410_CDR_CCUS_Scoping.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/2410_CDR_CCUS_Scoping.html
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/pdfiles/2410_CDR_CCUS_Scoping/3_Expected_Outcome.pdf
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/pdfiles/2410_CDR_CCUS_Scoping/3_Expected_Outcome.pdf
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/pdfiles/2410_CDR_CCUS_Scoping/3_Expected_Outcome.pdf
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/mtdocs/pdfiles/2410_CDR_CCUS_Scoping/3_Expected_Outcome.pdf


マイルストーン的なガイドブック
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The State of Carbon Dioxide Removal 
2nd edition
https://www.stateofcdr.org/

https://biochar-international.org/manual-for-
biochar-carbon-removal/

https://anzbig.org/farmers
-guide-2024/

2025/4/21公開
https://www.jircas.go.jp/ja/greenasia/report

日本発

https://biochar-
us.org/beyond-
application-fact-sheet

ANZBIGIBI USBI

https://www.stateofcdr.org/
https://biochar-international.org/manual-for-biochar-carbon-removal/
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【最新動向ー世界】バイオ炭原料と用途が多様化2

https://145249425.hs-sites-eu1.com/2023-global-biochar-market-report
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バイオ炭原料（地域別）

林地残材

農地残さ

都市ごみ

堆肥

エネルギー
作物

汚泥

その他

北米

ヨーロッパ

アジア

南米

アフリカ

オセアニア

バイオ炭の最終用途

農地施用

園芸

畜産

土壌修復

水質浄化

森林修復

景観修復

建築資材

コンクリート・アスファルト

その他



リジェネラティブ農業としてのバイオ炭
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カバークロック、
不耕起/省耕起

アグロフォーレストリ バイオ炭による炭素除去
(BCR)

岩石の風化促進
(ERW)

炭素隔離の永続性 5-30年 20-100年 1000年以上
（最新の研究による）

10,000-100,000年

可逆性のリスク 中～高い 中 低い とても低い

貯留場所 土壌有機物SOC バイオマスとSOC 土壌中難分解性炭素 土壌と海洋中
の無機炭酸塩

導入の追加性 高：農業機械と雑草
管理の変更を要する

中：農地内での樹木の
統合的な活用と管理

低：既存慣行への容易な
導入

低：既存慣行への容
易な導入

その他 土地利用変化や農法変
更時に炭素分解が進む

可能性がある

土地利用変化や農法変
更時に炭素分解が進む可

能性がある

永続性は不活性物質（イ
ナーティナイト）の割合による

地質学的時間スケールで
の永続性

図の出典: Mills, T. et al (2025). Unlocking the Future of Climate-Smart Agriculture: Integrating Biochar Carbon Removal and Enhanced Rock 
Weathering into Agricultural Value Chains. Supported by Stripe Climate and Carbon Gap. www.futureclimatesmartag.org. p.23

2

http://www.futureclimatesmartag.org/


まとめ（バイオ炭）
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バイオマス

バイオ炭

CO2

光合成

熱分解

C
C

C
C

農地土壌

光合成で植物体に取り込まれた二
酸化炭素は、炭化によって分解され
にくい炭素となり、土壌に施用すると
長期間貯留される。

二酸化炭素除去（CDR）

⚫ バイオ炭の農地施用は、生産者が自らの営農の中で
取り組むことができる地球温暖化対策であり、農産物
の付加価値向上やクレジット収益の獲得に加え、土壌
改良など営農上の効果も期待できる。

⚫ さらに、未利用バイオマスの活用による地域環境整備
や、環境配慮型農産物の購入を通じた実需者・消費
者の貢献といった利点もある。

⚫ 農林水産省は、生産者やバイオ炭製造事業者を中
心に各種施策を講じ、取組を推進している。

バイオ炭の農地施用をめぐる事情
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/attach/p

df/biochar-1.pdf

農地土壌をめぐる事情
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/pdf/tuch

i_kanren-18.pdf

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/attach/pdf/biochar-1.pdf
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